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特別賛美   ①②Cloud by Day／③④宮川由起子姉 

メッセージ  「救い主イエスへの絶対的信頼」 

石井 潤 牧師 
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お知らせ                   〔司会者〕 

賛  美  ～あなたはわが力～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 
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★木曜午後２時～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 
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」です。〈司会：石井兄／祈祷：白川兄〉 
 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/１４－/２１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 申命 4 章 5-6 7-8 9-10 11-12 13-15 16-18 19-21 

新約 マコ 14:26-52 :53-72 15:1-21 :22-52 16 章 ルカ 1:1-25 :26-56 :57-80 

チェック ○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 



 

「３愛する皆さん。私たちが共にあずかっている救いについて、私はあなたがたに手紙を書

き送りたいと思っていた。そうしている時、クリスチャンたちに一度伝えられた信仰のため

に戦うことを勧めるように、手紙を書く必要を感じるに至った。４それは、不信仰な者たち

が教会に忍び込んで来て、私たちの神の救いの恵みをないがしろにし、放縦な生活をしても

構わないと教え、また、唯一人の王であり主であるイエス・キリストを否定しているからで

ある。彼らが裁かれることは、すでに昔から予告されているところである。…。２０しかし、

愛する皆さん。あなたがたは最も聖い信仰の上に自分自身を築き上げ、聖霊の助けによって

祈り、２１神の愛の中に自分自身を置き、永遠の祝福に至らせる、私たちの主イエス・キリス

トのあわれみを待ち望みなさい。」〔現代訳聖書〕 

 

イエス様のご兄弟のヤコブもユダもイエス様が生きておられた時には、その信仰を批判的

に見て、全く信じようとはしませんでした。しかし、十字架にかかって死なれ、三日目に復活さ

れた主の姿を間近で見たこの二人はその考え方も、人生もまるっきり変えられて、その人生

を捧げて、肉親の兄としてのイエス様ではなく、神であるお方としてのイエス様のしもべ、奴隷

としてその人生をおささげ致しました。この短い手紙ですが、遺され、ユダの心が後世に伝え

られていることに深い感謝を神に捧げたいと思います。 

語り口は独特です。旧約聖書の偽典と呼ばれるものも用いたりしています。しかし、これ

らはユダヤ人なら誰しも理解していた内容だったようです。しかし、最も大切な事として伝え

たかったことは、救い主イエス様への絶対的信頼です。イエス様のあわれみによって開かれた

救いの世界は、単に私たちに与えられただけで終わりではなく、その救いを人生の戦いの中

で握りしめ、揺り動かされないように、しっかりと自分のものとしていかなければならないことを

勧めています。ただ教えられたままの状態ではなく、それぞれの生活の中で実践的に効果的

に活用していく必要があることを教えています。祈りも聖霊様の世界ももっともっと身近なも

のとして意識して、実践し、体験していく必要性を語ります。 

また、やがて主イエス・キリスト様はご再臨くださり、私たちを救い上げ、不従順、不信仰

な者たちを裁かれるお方であることを信じ、主をおそれつつ、あわれみを求めてその信仰に堅

く立つことも強調しています。 

私たち人間は変わりたい存在でもあります。しかし、信仰にあってはしっかりとその信仰を

「守り」、「保ち」、岩なるお方に土台を据えて動じない信仰を身に着けていくことが最も重要

なことなのだとユダは語りたかったのだとこの手紙は伝えています。 

「救い主イエスへの絶対的信頼」 
～イエス様のご兄弟ユダの信仰から学ぶ～ 


